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分野は 2007 年のノーベル物理学賞の受賞者である Fert, 
Gruenberg による巨大磁気抵抗効果（GMR）効果の発見に
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UHF 帯においてチャネルあたり数 Mbps̶数 10Mbps 以上の広帯域伝送が可能な通信方式、システム
の研究開発、国際標準化を行っている。図 1 は VHF 帯（170-202.MHz）で動作させることが可能な無
線機の開発例である。見通し内で 10km 程度の通信エリア、山間部等の見通し外においても数 km 以上








聞かない通信プロトコルの開発を行っている。このような通信方式を米国 IEEE802.15.4g および 4e で
国際標準化させ、この標準化システムをもとに各メーカーが相互接続可能な通信規格 Wi-SUN システム
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図 2：UHF帯（470-710MHz 帯、
1W）広域広帯域無線通信機。
